
一食材寄贈だけではない、茨城県内のさまざまな協働事例一
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子ども食堂と

企業・団体との連携



https://note.com/saposen_ibaraki

子ども⾷堂の開設・運営に関する相談対応

企業・団体と子ども食堂をつなぐ寄付※・
連携の調整

開設・運営を支えるセミナーの企画・運営
セミナーの企画・運営

子ども⾷堂の運営者・関係者への情報提供
（食品・物品の寄贈や助成⾦の案内など）

→県内の子ども食堂の様子を、現場
 � �の声とともにnoteで紹介してい
 � �ます。ボランティアとしてお手伝
 � �いしながら、皆さんに日々の運営   
 � �や活動への思いを伺っています。
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子ども⾷堂サポートセンターいばらきの取り組み

※寄付金は、茨城NPOセンター・コモンズが事務局を務める「いばらき子ども
食堂応援募⾦」で受け付けています。
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https://note.com/saposen_ibaraki
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企業・団体にできる支援のカタチ

食品・物品の寄付

お米や野菜、食品、日用品な
どの提供で、日々の活動を支
えます。賞味期限内の防災備
蓄食品の寄付も、応援の一つ
です。

03 それぞれの企業・団体が「できること」から始められます

食材の購入費や会場費など、
活動に必要な資金を寄付で応
援。継続的な支援が、子ども
食堂の安定した運営につなが
ります。

寄付金による応援 ボランティア参加
調理や子どもの遊び・学習の
サポート、広報、体験活動へ
の協力など。社員の皆さんの
得意なことや経験を活かして
参加できます。

協力者や⽣産者の紹介

食材を提供できる農家や企
業、活動を手伝える方などを
ご紹介ください。人と人をつ
なぐことも、子ども食堂を支
える力になります

保管・活動場所の貸与
食品や物品の保管スペース、
調理や食事に使える場所など
の提供も支援の一つ。企業の
空きスペースや施設を、地域
の活動に活かせます。



ー ⾷品を通じた⽀援

コマツ×茨城大学農学部
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株式会社ハラキン
自社で生産する生きくらげを、県
内の子ども食堂などへ継続的に寄
贈。地域の生産者として、日々の
食事提供を⽀えています。

農業用ブルドーザーを活用した共
同研究で収穫したお米を、子ども
食堂などへ寄贈。企業の技術と大
学の研究を、地域の食の支援につ
なげています。

ジャパンフリトレー
× ⿁澤商事

トウモロコシ約3,000本を県内の子
ども食堂へ寄贈。資源を再利用し
た肥料での栽培を、地域への支援
につなげました。

株式会社ヨークベニマル

米や袋麺の寄贈に加え、店頭でフ
ードドライブを実施。地域の子ど
も食堂や支援団体と連携し、お客
様も参加できる食の支援を広げて
います。

株式会社瑞穂農場

年4回、県内5地域に分けて瑞穂牛
を寄贈。コモンズが寄贈先を調整
し、子ども食堂を通じて子どもた
ちに届けています。



— ⾷品以外の⽀援
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株式会社エフピコ｜お弁当容器の寄贈

いばらき子ども⾷堂応援募⾦
（事務局：茨城NPOセンター・コモンズ）
企業・団体・個人からの寄付を、県内の子ども食堂へ
の助成に活用しています。

→食品だけでなく、容器などの物品の提供や寄付による資金支
 ���援も、子ども⾷堂の活動を⽀える⼤切な⼒になっています。

昭和産業株式会社｜鹿島アントラーズ観戦チケットの寄贈

寄付つき自動販売機｜売上の⼀部を寄付

食
品
以
外
の
多
様
な
⽀
援
事
例



専門性を⽣かした学び
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手洗い教室
（塩野義製薬株式会社）

塩野義製薬株式会社の専門スタッ
フが子ども食堂を訪問。手洗いチ
ェッカーを使い、正しい手洗いの
方法を楽しく学べる体験型教室を
実施しました。（2023年3月実施）

人権教室
（水⼾地⽅法務局）

人権擁護委員のお話や動画の視聴
を通して、子どもたちが人権につ
いて楽しく学びます。
2026年9月20日に子ども食堂で実
施予定です。

防災教室
（損害保険ジャパン株式会社）

損保ジャパンの協力により、新聞
紙でお皿やコップを作りながら、
災害時に役立つ工夫を楽しく学び
ます。2026年10月・11月に、２
か所の子ども食堂で実施予定で
す。

https://www.sompo-
japan.co.jp/csr/environment/eco/bousai/

https://note.com/saposen_ibaraki/
n/na6359ba49936

他県の事例
https://www.nikkei.com/article/DGXZQO

UD172YA0X11C25A1000000/

専
門
性
を
⽣
か
し
た
学
び

https://www.sompo-japan.co.jp/csr/environment/eco/bousai/
https://www.sompo-japan.co.jp/csr/environment/eco/bousai/
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E X P E R I E N C E

子どもたちに
体験の機会を。

食の支援に加え、思い出に残る体験の機会を届
けることも、子どもたちへの⼤切な⽀援です。

いっしょにみると楽しいよ！シネコンへの
ポケモン遠足！in⽔⼾内原
開催日：2025年10⽉25⽇
会場：TOHOシネマズ ⽔⼾内原
参加者：98名（子ども・保護者・スタップ）

当日の内容
・映画鑑賞
・ピカチュウとの記念撮影
・ポップコーン・ドリンクの提供

https://musubie.org/news/activity-report/28264

体
験
支
援

https://musubie.org/news/activity-report/28264


お問い合わせ

企業・団体と子ども食堂を

つなぎます。
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https://www.kodomo-ibaraki.net/
お気軽にお問い合わせください。
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